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循
環
バ
ス｢

行
方
ふ
れ
あ
い
号｣

が
ス
タ
ー
ト

　

市
内
を
巡
る
幹
線
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス

｢

行
方
ふ
れ
あ
い
号｣

の
試
験
運
行
が

開
始
し
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
、麻
生
公
民
館
前
駐
車
場
で
、

第
１
便
が
到
着
し
た
午
前
７
時
55
分
か
ら

開
始
式
を
行
い
、
坂
本
市
長
あ
い
さ
つ
の

後
、
一
般
公
募
で
名
付
け
親
と
な
っ
た
手

賀
在
住
の
伊
藤
み
よ
さ
ん
に
記
念
品
を
贈

り
、
バ
ス
は
定
刻
の
８
時
５
分
に
同
駐
車

場
を
出
発
し
ま
し
た
。

◆
運
行
車
両　

市
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
（
29

人
乗
り
）
１
台
を
利
用
し
て
運
行
し
て

い
ま
す
。　
　

◆
運
行
ル
ー
ト　

路
線
バ
ス
の
な
い
地
域

を
循
環
運
行
。
北
浦
地
区
の
東
内
宿
、

麻
生
地
区
の
あ
そ
う
温
泉
白
帆
の
湯
、

玉
造
地
区
の
緑
ヶ
丘
交
差
点
の
３
点
を

頂
点
と
し
て
、
主
に
県
道
水
戸
鉾
田
佐

原
線
、
市
を
南
北
に
貫
く
行
方
縦
貫
道

路
、
国
道
３
５
４
号
の
幹
線
を
運
行
し

て
い
ま
す
。

◆
便
数　

全
コ
ー
ス
で
１
日
６
便
運
行
。

朝
夕
は
一
部
、
小
学
生
の
登
下
校
に
も

利
用
す
る
ほ
か
、
既
存
の
路
線
バ
ス
や

高
速
バ
ス
と
の
乗
り
継
ぎ
に
も
配
慮
し

編
成
し
ま
し
た
。

◆
運
行
日　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
毎

日
運
行
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
と

年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

は
運
行
し
ま
せ
ん
。

◆
料
金　

当
面
無
料
。
利
用
状
況
や
利
便

性
な
ど
を
実
地
調
査
し
な
が
ら
有
料
化

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。　

◆
利
用
方
法　

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま

す
。
予
約
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

バ
ス
停
は
設
置
し
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
運
行
ル
ー
ト
上
の
乗
降
場
所
か
ら

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

道
路
や
交
通
事
情
に
よ
っ
て
は
、
乗
降

場
所
以
外
の
所
で
も
手
を
上
げ
れ
ば
乗

れ
ま
す
。

※運行距離約１７０㎞

※運行便数６便

※主な通過場所のみ表示してあります。
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原　案

私たち行方市民は、湖と台地の恵みに感謝し、

歴史ある郷土に誇りと愛着をもち、共に学び、共に汗して、

ふれあいと絆を大切にした、明るく住みよいまちをつくるため、

ここに憲章を定めます。

（第１案）

わたしたちは

自然のなかで

人とまちが

いきいきとかがやく

行方市を築きます

（第２案）

やさしい自然

かがやく人

わたしたちがつくる

魅力あるまち，行方市

あるいは

行
方
市
民
憲
章

行
方
市
民
憲
章

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施

　

市
で
は
、
本
年
７
月
よ
り
市
内
全
域
を

対
象
に
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
試
験
運
行

開
始
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
交
通
手
段
に
不

便
を
き
た
し
て
い
る
人
に
、
自
宅
や
指
定

の
場
所
か
ら
目
的
地
ま
で
（
戸
口
か
ら
戸

口
）
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
に
よ
り
送
迎

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
も
の
で
す
。

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
走
ら
せ
る
こ
と
で
基

幹
的
な
交
通
手
段
を
確
保
す
る
一
方
、
特

に
高
齢
者
か
ら
要
望
が
強
か
っ
た
戸
口
か

ら
戸
口
の
交
通
（
デ
マ
ン
ド
＝
需
要
＝
対

応
型
）
に
つ
い
て
も
対
応
し
た
併
用
運
行

に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
デ
マ
ン
ド
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス　

乗
り

た
い
と
き
に
電
話
で
ご
予
約
い
た
だ
く

と
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
が
複
数
の
人

を
乗
車
場
所
の
戸
口
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

目
的
地
ま
で
送
迎
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

◆
運
行
車
両　

10
人
乗
り
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク

シ
ー
３
台
に
て
運
行
し
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　

◆
運
行
エ
リ
ア　

行
方
市
内
の
み
と
な
り

ま
す
。

◆
利
用
方
法　

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま

す
。
た
だ
し
事
前
に
、
住
所
や
氏
名
な

ど
利
用
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
通

常
の
タ
ク
シ
ー
と
は
異
な
り
、
複
数
の

人
と
の
乗
り
合
わ
せ
で
の
利
用
と
な
り

ま
す
の
で
、
目
的
地
へ
の
到
着
時
間
に
は

十
分
余
裕
を
持
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
運
行
日　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
毎

日
運
行
し
ま
す
。
時
間
は
、
午
前
８
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
予
定
で
す
。
た

だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
と
年

末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）
は

運
行
し
ま
せ
ん
。

◆
料
金　

１
回
乗
車
す
る
ご
と
に
５
０
０

円
で
す
。
他
に
障
害
の
あ
る
方
等
、
割

引
制
度
が
有
り
ま
す
。

大
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
（
デ
マ
ン
ド
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）

運
行
開
始
予
定

　

本
年
２
月
に
設
置
さ
れ
た
市
民
憲
章

制
定
委
員
会
（
鈴
木
義
浩
委
員
長
）
に

お
い
て
、
行
方
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
道

し
る
べ
と
な
る
「
市
民
憲
章
案
」
が
作

成
さ
れ
ま
し
た
。
原
案
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
同
委
員
会
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
に
お
い
て
、
市
民
憲
章
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
踏
ま
え
て
検
討
が
な
さ
れ
、

さ
ら
に
制
定
委
員
会
で
の
検
討
を
加
え

て
、
原
案
作
成
に
至
り
ま
し
た
。

　

作
成
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、「
地
域

性
を
表
現
」「
シ
ン
プ
ル
で
リ
ズ
ム
良

く
」「
イ
ン
パ
ク
ト
」「
覚
え
や
す
さ
」「
市

民
が
日
々
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
」
な
ど
を

基
本
に
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
前
文
に
お
い
て
ま
ち
づ
く
り
の
各

分
野
を
表
現
し
、
本
文
で
は
シ
ン
プ
ル

に
ま
と
め
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

　

次
の
原
案
２
点
（
前
文
は
同
じ
、
本

文
を
２
案
提
示
）
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
に
付
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意

見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
制
定
委
員
会

に
お
い
て
最
終
決
定
を
い
た
し
ま
す
。

○
ご
意
見
は
次
に
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

　

提
出
先
及
び
問
合
せ
先

　

企
画
課
（
麻
生
庁
舎
）

　
　

☎
０
２
９
９-

７
２-

０
８
１
１

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
参
加
も
で
き

ま
す
。

h
ttp://w

w
w
.city
.n
am
egata.ibaraki.jp/
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み
ん
な
の
ま
ち
づ
く
り
①

〜
市
民
活
動
を
紹
介
し
ま
す
〜

　
　

第
三
分
団
長　

菅
谷　

忠
則

　
　

第
三
副
分
団
長　

横
山　

忠
良

　
　

第
四
分
団
長　

本
田　

宗
男

　
　

第
四
副
分
団
長　

大
輪　
　

勝

　
　

第
五
分
団
長　

宮
内　

賢
啓

　
　

第
五
副
分
団
長　

大
貫　

法
秀

○
北
浦
支
団

　
　

支　

団　

長　

井
川　
　

剛

　
　

副

支

団

長　

日
下　
　

誠

　
　

第
一
分
団
長　

根
田　

浩
昭

　
　

第
一
副
分
団
長　

大
和
田
勝
康

　
　

第
二
分
団
長　

石
橋　

祐
治

　
　

第
二
副
分
団
長　

宮
内　

章
則

　
　

第
三
分
団
長　

吉
田　
　

安

　
　

第
三
副
分
団
長　

伊
勢
山
和
宏

　
　

第
四
分
団
長　

須
賀　

光
稔

　
　

第
四
副
分
団
長　

東
野　

吉
宏

○
玉
造
支
団

　
　

支　

団　

長　

飯
島　

健
治

　
　

副

支

団

長　

堀
田　
　

悟

　
　

第
一
分
団
長　

郡
司　

正
彦

　
　

第
一
副
分
団
長　

阿
部　

浩
幸

　
　

第
二
分
団
長　

野
原　

藤
治

　
　

第
二
副
分
団
長　

郡
司　

良
弘

　
　

第
三
分
団
長　

塙　

喜
久
男

　
　

第
三
副
分
団
長　

甲　
　

浩
二

　
　

第
四
分
団
長　

栗
原　
　

繁

　
　

第
四
副
分
団
長　

荻　
　

祐
一

　
　

第
五
分
団
長　

鈴
木　
　

隆

　
　

第
五
副
分
団
長　

遠
藤　

芳
行

　

行
方
市
消
防
団
の
新
役
員
体
制
が
決

ま
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
今

後
２
年
間
、
本
体
制
に
よ
り
活
動
し
て

行
き
ま
す
。

○
本　
　

部　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　
　

団　
　
　
　

長　

鈴
木　

喜
昭

　
　

副　

団　

長　

齊
藤　
　

基

　
　

副　

団　

長　

野
口　

正
男

　
　

副　

団　

長　

高
野　

俊
明

○
麻
生
支
団

　
　

支　

団　

長　

辺
田　

和
夫

　
　

副

支

団

長　

板
橋　

吉
夫

　
　

第
一
分
団
長　

坂
本　
　

勲

　
　

第
一
副
分
団
長　

吉
崎　

淳
之

　
　

第
二
分
団
長　

荒
野　

淳
一

　
　

第
二
副
分
団
長　

茂
木　

英
雄

　

３
月
14
日
、
麻
生
公
民
館
を
会
場
に

行
方
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
全

体
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。当
日
は
、

市
内
各
地
区
委
員
ほ
か
、
市
民
の
方
に

も
お
い
で
い
た
だ
き
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
報

道
局
次
長
、
箕
輪
幸
人
先
生
の
講
演
を

聴
き
ま
し
た
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
視
点
か

ら
現
代
社
会
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
点
の
分
析
、
人
々
の
心
の
変
遷
な
ど

丁
寧
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
自
分
の
母
親
が
地
方
に
住

ん
で
い
る
こ
と
に
ふ
れ
、
民
生
委
員
が

住
民
の
身
近
な
相
談
者
・
支
援
者
と
し

て
活
動
し
て
い
る
こ
と
に
大
変
感
謝
し

て
い
る
が
、
そ
れ
に
甘
え
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
社
会
の
一

員
と
し
て
責
任
と
自
覚
を
も
っ
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
い
へ
ん
参
考
に
な
る
有
意
義
な
お
話

だ
っ
た
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

井
上
「
山
百
合
の
会
」
が
、
玉
造
第

二
保
育
園
の
園
児
48
名
と
一
緒
に
、
西

蓮
寺
の
参
道
と
里
山
に
フ
ヨ
ウ
の
苗
木

を
植
え
ま
し
た
。
苗
木
に
は
、
植
え
て

く
れ
た
園
児
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
つ

け
て
植
樹
完
了
。

　

当
日
は
、
西
蓮
寺
の
役
員
さ
ん
に
も

協
力
い
た
だ
き
、
里
山
に
マ
ン
リ
ョ
ウ

の
種
ま
き
も
し
ま
し
た
。
園
児
と
の
種

ま
き
は
５
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、

山
百
合
の
里
へ
と
つ
づ
く
袖
切
り
坂
に

は
、
た
く
さ
ん
の
マ
ン
リ
ョ
ウ
が
育
っ

て
い
ま
し
た
。
同
会
会
長
の
関
野
と
よ

子
さ
ん
は
、「
こ
の
活
動
を
と
お
し
、

子
ど
も
た
ち
が
里
山
に
興
味
を
も
っ
て

く
れ
れ
ば
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

苗
木
は
、
花
王
・
み
ん
な
の
森
づ
く

り
の
助
成
を
う
け
て
購
入
し
、
同
会
で

は
フ
ヨ
ウ
の
ほ
か
に
も
桜
や
紅
葉
の
苗

木
の
植
樹
も
行
い
ま
し
た
。

民
生
委
員
講
演
会

行
方
市
消
防
団

 

新
役
員
で
ス
タ
ー
ト
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４
月
７
日
（
月
）
に
は
小
学
校
、
８
日

（
火
）
に
は
中
学
校
、
９
日
（
水
）
に
は

各
幼
稚
園
で
そ
れ
ぞ
れ
入
学
・
入
園
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

麻
生
幼
稚
園
で
は
、
た
く
さ
ん
の
来

賓
、
父
兄
の
方
が
見
守
る
な
か
、
新
入

園
児
た
ち
は
、
担
任
の
先
生
に
名
前
を

呼
ば
れ
る
と
大
き
な
声
で
返
事
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

市
内
の
新
入
園
児
は
１
５
２
人
、
新

１
年
生
は
小
学
生
が
３
３
９
人
、
中
学

生
が
３
４
０
人
で
し
た
。
新
し
い
環
境

に
慣
れ
、
楽
し
い
幼
稚
園
生
活
・
学
校

生
活
が
送
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

平
成
16
年
７
月
に
蘇
生
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
広
く
一
般
の
方
々
も
Ａ
Ｅ

Ｄ（
心
臓
停
止
の
状
態
に
な
っ
た
人
に
、

電
気
的
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
心
臓
を
正

常
な
動
き
に
戻
す
装
置
）
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

行
方
市
に
お
い
て
は
、
各
保
健
セ
ン

タ
ー
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

計
画
的
に
順
次
整
備
し
て
い
く
と
こ
ろ

で
す
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
市
職
員
が

万
一
の
場
合
に
率
先
し
て
、
慌
て
ず
適

切
な
対
応
を
す
る
こ
と
を
目
的
に
普
通

救
命
講
習
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
は
行
方
消
防
署（
救
急
救
命
士
）

の
協
力
に
よ
り
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
安
全
な
使
い

方
、
心
肺
蘇
生
法
な
ど
を
実
践
し
、
緊

急
時
の
対
応
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま

し
た
。
３
月
末
ま
で
に
市
職
員
（
臨
時

職
員
も
含
む
）
４
７
０
名
が
講
習
を
修

了
し
ま
し
た
。

　

４
月
５
日（
土
）か
ら
４
月
７
日（
月
）

の
３
日
間
、
沖
洲
の
芸
術
村
に
住
む
作

家
４
人
が
、
自
宅
や
事
務
所
を
開
放
し

て
作
品
を
公
開
し
ま
し
た
。
作
家
自
ら

訪
れ
る
人
を
出
迎
え
、
作
品
や
制
作
活

動
の
様
子
な
ど
を
話
し
、
ア
ー
ト
を
身

近
に
感
じ
る
ひ
と
と
き
を
提
供
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
４
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
玉
造

中
央
商
店
街
で
『
商
店
街
ま
る
ご
と

ア
ー
ト
』
や
『
西
蓮
寺
で
ア
ー
ト
』
な

ど
も
開
催
さ
れ
、
ど
の
会
場
も
た
く
さ

ん
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
度
よ
り
２
ヵ
年
計
画
で
改

築
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
玉
造
中
学
校

が
完
成
し
、
４
月
４
日
（
金
）、
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

と
て
も
日
当
た
り
の
良
い
校
舎
は
教

科
教
室
型
や
習
熟
度
別
学
習
な
ど
多
様

な
学
校
運
営
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
教

室
等
の
配
置
が
検
討
さ
れ
、
南
側
１
階

に
特
別
教
室
、
２
階
に
普
通
教
室
を
配

置
し
、
中
央
に
あ
る
吹
き
抜
け
等
を
介

し
た
北
側
に
、
職
員
室
・
校
長
室
・
図

書
室
・
Ｐ
Ｃ
室
・
多
目
的
室
等
の
一
部

特
別
教
室
を
含
め
た
管
理
部
門
を
中
２

階
に
配
置
す
る
と
い
う
、
独
特
の
レ
イ

ア
ウ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

↑ユリ・マルガリータさんのアトリエで

　『手びねり体験』

行
方
ア
ー
ト
さ
ん
ぽ
み
ち

行
動
に
よ
り
救
え
る
命
の
た
め
に

各
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

玉
造
中
学
校
竣
工
式


